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Lecture In Memory of Yahiko Kambayashi-sensei 
Systems Thinking 


















































課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 2 1 3 3 3 6
博士（教育学） － － － － － －
博士（法学） － － － 1 － 1
博士（経済学） － － － 4 2 6
博士（理学） 9 － 9 3 2 5
博士（医学） 7 2 9 8 1 9
博士（医科学） 1 － 1 1 － 1
博士（社会健康医学） － － － － － －
博士（薬学） － 1 1 － 1 1
博士（工学） 5 2 7 12 5 17
博士（農学） 1 3 4 3 9 12
博士（人間・環境学） 3 － 3 2 1 3
博士（エネルギー科学） 1 － 1 2 － 2
博士（地域研究） － － － － － －
博士（情報学） 4 － 4 4 － 4
博士（生命科学） 3 － 3 5 － 5
博士（地球環境学） 1 － 1 － 1 1








































学       　　　　部 募集人員 志願者数 倍　　率
（参考） 前 年 度 最 終
募集人員 志願者数 倍  率
総 合 人 間 学 部
前 期 120人 537人 4.5 120人 432人 3.6 
文 系 65 330 5.1 65 226 3.5 
理 系 55 207 3.8 55 206 3.7 
文 学 部 前 期 220 561 2.6 220 651 3.0 
教 育 学 部
前 期 60 225 3.8 60 207 3.5 
文 系 50 189 3.8 50 176 3.5 
理 系 10 36 3.6 10 31 3.1 
法 学 部 前 期 320 812 2.5 320 791 2.5 
経 済 学 部
前 期 230 805 3.5 230 803 3.5 
一 般 180 583 3.2 180 585 3.3 
論 文 25 112 4.5 50 218 4.4 
理 系 25 110 4.4 
理 学 部 前 期 311 1003 3.2 311 865 2.8 
医 学 部 前 期 248 590 2.4 223 624 2.8 
医 学 科 前 期 105 306 2.9 100 321 3.2 
人間健康科学科 前 期 143 284 2.0 123 303 2.5 
看 護 学 専 攻 前 期 70 115 1.6 63 149 2.4 
検査技術科学専攻 前 期 37 85 2.3 30 85 2.8 
理学療法学専攻 前 期 18 34 1.9 15 42 2.8 
作業療法学専攻 前 期 18 50 2.8 15 27 1.8 
薬 学 部 前 期 80 244 3.1 80 231 2.9 
薬 科 学 科 前 期 50 122 2.4 50 143 2.9 
薬 学 科 前 期 30 122 4.1 30 88 2.9 
工 学 部 前 期 955 2388 2.5 955 2401 2.5 
地 球 工 学 科 前 期 185 393 2.1 185 491 2.7 
建 築 学 科 前 期 80 253 3.2 80 224 2.8 
物 理 工 学 科 前 期 235 592 2.5 235 498 2.1 
電気電子工学科 前 期 130 281 2.2 130 299 2.3 
情 報 学 科 前 期 90 224 2.5 90 216 2.4 
工 業 化 学 科 前 期 235 645 2.7 235 673 2.9 
農 学 部 前 期 300 826 2.8 300 796 2.7 





部　　　局 氏　　　名 講　座　等 研　　究　　分　　野　　等
文 学 研 究 科 小　林　道　夫 思想文化学専攻哲学・宗教学講座
デカルト哲学を中心とする西洋近世哲学および科学哲学
の諸問題に関する研究 　
教育学研究科 伊　藤　良　子 附属臨床教育実践研究センター 幼児から老年にいたる心理療法論に基づく臨床人間形成に関する研究　　 　
法 学 研 究 科 河　上　倫　逸 法政理論専攻法史学講座 法理論特に西洋法に関する歴史的研究 　
〃 芝　池　義　一 法政理論専攻公法講座 行政決定の構造の研究 　
〃 錦　織　成　史 法政理論専攻民事法講座 民法特に不法行為損害賠償法に関する理論的研究 　
〃 森　本　　　滋 法政理論専攻企業関係法講座 会社法及び金融関連法の研究 　















































〃 石　川　順　三 電子工学専攻電子物理工学講座 荷電粒子ビーム装置の開発とその応用に関する研究 　













部　　　局 氏　　　名 講　座　等 研　　究　　分　　野　　等












〃 梅　田　幹　雄 地域環境科学専攻生物生産工学講座 フィールドロボティクスに関する研究 　
〃 相　原　茂　夫 応用生命科学専攻生物機能化学講座 タンパク質の結晶成長と X 線結晶学的研究 　
人 間・ 環 境 学















エ ネ ル ギ ー








〃 荻　野　勝　哉 システム科学専攻システム構成論講座 意思決定論とその社会システムへの適用に関する研究 　
化 学 研 究 所 中　原　　　勝 環境物質化学研究系 水および水溶液の物性・構造・ダイナミクス・反応に関する広い温度・圧力範囲での物理化学的研究 　
〃 中　村　　　薫 物質創製化学研究系 生体触媒を利用した有用物質変換の研究 　
人文科学研究所 曽布川　　　寛 文化表象研究部門 中国美術史の図像と様式に関する研究 　
エネルギー理工学
研 究 所 香　山　　　晃 エネルギー機能変換研究部門
結晶格子欠陥論を基礎とする材料科学的手法による，
エネルギー材料及び環境調和型材料・工学の研究 　
〃 牧　野　圭　祐 エネルギー利用過程研究部門 環境・エネルギー生命科学に関する化学・生化学的研究 　
〃 吉　川　　　暹 エネルギー利用過程研究部門 有機太陽電池とエネルギーナノ工学の研究 　
生存圏研究所 瀧　野　眞二郎 生存圏開発創成研究系 低環境負荷・資源循環型長寿命住宅の開発，木質系ハイブリッドの接合構造の強度・変形解析 　
防 災 研 究 所 河　田　惠　昭 附属巨大災害研究センター 被害抑止と被害軽減のために，都市災害，巨大災害，危機管理，災害情報などからなる防災・減災に関する研究 　
〃 萩　原　良　巳 附属水資源環境研究センター 水資源における社会・生態環境リスクならびに災害リスクマネジメントに関する研究 　
〃 許　斐　　　直 附属地震予知研究センター 起震力と地体構造の相互作用の結果としての四国東部の地震活動の特徴，特に南海大地震との関連
〃 芹　澤　重　厚 附属流域災害研究センター 海洋観測法に関する研究 　
原子炉実験所 三　島　嘉一郎 原子力基礎工学研究部門 核エネルギーシステムの熱流動研究 　
霊長類研究所 三　上　章　允 行動神経研究部門 霊長類の高次脳機能の細胞レベルの研究，霊長類の色覚の研究，類人猿脳形態の発達の研究 　
〃 林　　　基　治 分子生理研究部門 霊長類中枢神経系における各種神経活性分子類の発生，発達，加齢に関する神経化学的，神経解剖学的研究 　
東 南 ア ジ ア
研 究 所 五十嵐　忠　孝 地域研究情報ネットワーク部
バリ周辺農漁村における在来暦法と人と自然との関係，
西ジャワ村落周辺の出生力の社会文化的背景の分析研究 　




総 合 博 物 館 山　中　一　郎 先史学 　
産 官 学 連 携



















区　　　分 新規・継続・更新 部　局　名 事      項  （事　  業）  名
教育改革 継　続 教育学研究科 子どもの生命性と有能性を育てる教育・研究推進事業 　
継　続 薬学研究科 薬学フロンティア教育プログラム開発 　
新　規 情報学研究科 知識社会におけるイノベーション人材養成のための全学共通情報教育プログラムの開発・実施 　
新　規

















継　続 化学研究所 超臨界二酸化炭素ナノポーラスエラストマー創製事業 　





継　続 化学研究所 物質合成研究拠点機関連携事業（名古屋大学，九州大学） 　




継　続 医学研究科医学部附属病院 次世代医療技術・創薬・臨床開発プロジェクト 　
共同利用・共同研
究拠点 新　規 再生医科学研究所 再生医学・再生医療の先端融合的共同研究 　




究拠点 継　続 生存圏研究所 生存圏科学ミッションの全国・国際共同利用研究拠点形成 　
継　続 防災研究所 災害に関する学理と防災の総合的対策のための研究推進事業 　
継　続 基礎物理学研究所 クォーク・ハドロン科学の理論研究の新たな展開を目指す国際共同研究プログラム 　
継　続 基礎物理学研究所 基礎物理学分野横断型全国共同研究 　
継　続 数理解析研究所 無限解析共同研究 　
継　続 原子炉実験所 原子力科学の先導的な応用分野の開拓 　
継　続 霊長類研究所 リサーチ・リソース・ステーション（RRS）－環境共存型飼育施設による新たな研究用霊長類創出プロジェクト－ 　
継　続 霊長類研究所 霊長類の生物学的特性の学際的研究 　
継　続 放射線生物研究センター 放射線生物学研究の推進拠点 　
継　続 生態学研究センター 生態学における共同研究 　





継　続 医学研究科 ポストゲノム研究の国際共同研究事業 　
継　続 経済研究所 先端政策分析連携推進機構の設置 　
新　規 フィー ルド科学教育研究センター 森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業 　
継　続 こころの未来研究センター こころに関する総合的研究の推進 　
基盤的設備等整備
　基盤的教育研究設備 更　新 情報環境部 国際的研究拠点支援のための学術情報ネットワーク（KUINS）の高速化 　
基盤的設備等整備
　医療機械設備 更　新 医学部附属病院 再加熱カート 　
新　規 医学部附属病院 注射薬自動払出システム 　




区　　　分 新規・更新 部　局　名 事      項  （事　  業）  名
病院特別医療機械
設備 更　新 医学部附属病院 患者監視システム 　
更　新 医学部附属病院 超音波・内視鏡画像診断システム 　
更　新 医学部附属病院 低侵襲治療支援診断システム 　
更　新 医学部附属病院 感覚器障害診断治療支援統合システム 　
 







































































































































































































































































































































































































































































群れにたとえて，古くから ｢ 鶴が屯（たむ）ろした ｣ とい


















































どの ｢ 北陸 ｣ と鳥取や阿武山などの「近畿山陰」の両測線の交点として重要な位置にあります。
　観測坑道は，2000万年前～1500万年前ごろの二上火山群の火成活動の堆積物であるドンズルボー層とい
う地層に掘られています。白色凝灰岩や凝灰角礫岩の素掘りの坑道でしたが，崩落の恐れがあるため，観
測坑の部分のみ1979年にコンクリート吹き付け工事を行いました。観測坑道内には各種の伸縮計や傾斜計
が設置されており，特色ある機器としては，６成分伸縮計があげられます。通常，伸縮計は水平ひずみの
算出のために３方向で測りますが，本坑では均質３次元ひずみを表すのに必要な６パラメータを勘案して，
鉛直成分を含む６成分で連続観測を行っています。
　観測開始からの41年間の連続観測の記録は，地震予知研究の貴重なデータとなっています。最近では近
畿中北部で2002－2003年以降，微小地震活動の静穏化や地殻ひずみ速度の変化が各観測所で検出されてい
ますが，本観測所でも，北方の逢坂山などの観測所で変化が始まるのに先立って，変動速度に変化が生じ
ています。また，長期変動は紀伊半島の潮位変動との相関が見られ，プレート運動との関連が示唆されて
います。定期的に実施してきた中央構造線を跨いだ光波測量では，構造地質学的に求められた中央構造
観測所庁舎
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線の右横ずれ（北側が東向きに，南側
が西向きに動く）断層運動と調和的な，
毎年0.1マイクロストレイン（１千万
分の１）の歪みが観測されていますが，
これは西日本の広域的な地殻変動の大
きさを超えるものではなく，中央構造
線自体での滑りは起きていないと考え
られます。ひずみの観測以外では，縦
坑や各地の井戸での水位観測なども手
がけており，これは南海地震直前の井
戸水位低下のメカニズムの解明に寄与
しています。
　観測坑道としては，屯鶴峯の本坑の
ほかに，紀伊半島各地に衛星観測点と
して，由良町・熊野市紀和町で連続観
測を続けています。これらの地域の地
下では，現在の地震学のトピックスの一つである低周波地震（地震のマグニチュードの割には周期の長い
（低周波の）地震波を放出する）が時折発生し，その発生域が紀伊半島直下を南西から北東方向に移動する
現象が各機関の地震観測結果からわかり，プレート沈み込みの場所で何が起きているか，興味深い話題と
なっています。その他にも，海溝型の南海地震が近づくに従って，これまでの知見にない現象が発生して
くる可能性があります。そのため，地震観測とこれまでの地殻変動観測の中間の周波数領域（数百秒，数
十分，数時間）もカバーする観測網を調えています。さらに機器開発として，田辺市中辺路の観測点では，
ひずみ計の多点分布を可能にする簡易ひずみ計の試験観測も行っています。
　本観測所の所在地は，大阪奈良間の交通の要衝の一つである穴虫峠であり，高度成長期の荒波にもまれ
ながらも坑道自体は自然の景勝・記念物の“傘の下”かろうじて守られてきた40余年なのですが，広域的に
見た場合，内陸地震と海溝型地震の両者を対象とする立地条件にあり，これらのデータによる観測・研究
はますます重要さが増すといえます。なお屯鶴峯地下壕については，近年の戦争
遺跡に対する興味の深まりの中で史料の発掘などが行われ，本稿冒頭部ではその
成果も参考にしましたが，一般坑道部は崩落の危険性があることと，観測に支障
をきたすことから，入坑見学はお断りしています。
　
〒639-0252
奈良県香芝市穴虫3280
TEL：0745－77－7345
FAX：0745－77－7394
観測坑道内
高さ約2.5m，幅約3.5m。旧日本陸軍が掘削したもの。崩落防止のため，本学に
てコンクリート吹き付け工事を施工した。
右側，一列に並んだコンクリート台に設置されているのがスーパーインバー棒
伸縮計（矢印の機器）。
（シリカ管製の現役機は断熱カバーで完全に覆われ内部構造が見えないため，同
構造の退役機部分の写真を示す）
アクセス
　・近鉄大阪線　二上駅より徒歩２０分
　・近鉄南大阪線　二上山駅より徒歩２０分
　・西名阪柏原IC－国道１６５線－田尻峠バス停すぐの信号左へ３００m
職員構成
教員（兼任）　３名
技術職員　　 １名
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